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近年の台湾映画の傑作・秀作を�
セレクトして上映。�

昨年国交３０周年を迎えた日本とベトナム。�
これを記念して、近年のベトナム映画の秀作を上映。�

収�蔵�映�画�特�集� 収�蔵�映�画�特�集�

「乳母車」�

「続清水港」�

福岡の映像�
再発見�

第1部�

第2部�

Ｆ�Ｉ�Ａ�Ｆ�加�盟�記�念�特�別�企�画�

情感溢れる作風により、�
文芸映画の巨匠として�
知られる田坂具隆監督の�
代表作の特集。�

収�蔵�映�画�特�集�東京国立近代美術館�
フィルムセンター�
コレクション�

国際フィルム・アーカイヴ連盟�
=FIAFは映画の保存を目的とする�
国際団体です。�



イントロダクション／岡島尚志（東京国立近代美術館フィルムセンター）�
パ ネ リ ス ト／芦屋小雁（俳優・フィルムコレクター）�
 　　　　岡島尚志（東京国立近代美術館フィルムセンター）�
 　　　　安井喜雄（プラネット映画資料図書館）�
 　　　　山根貞男（映画評論）�

※『瀧の白糸』弁士・楽団付き上映、および『リュミエール・プログラム』ピアノ
伴奏付き上映（シンポジウム含む）につきましては往復はがきによる申込み
制で、観覧料も異なりますのでご注意下さい。�

※定員制・各回入替制。 ※チケットはすべて当日券。前売り券はありません。�
※福岡市在住の障害者の方及び福岡市在住の６５才以上の方は３００円。（手帳の呈示が必要です。）�
�

観覧料：�６００円（大人）５００円（大学生・高校生）４００円（中学生・小学生）�

会　期：�４月２８日（水）～５月５日（水）�

共　催：�東京国立近代美術館フィルムセンター�

 ※休館日・休映日除く�ＦＩＡＦ�
加盟記念特別企画�
〈第1部〉�

ＦＩＡＦ�
加盟記念特別企画�
〈第2部〉�
無料上映�

５月２日（日）１４：００�サイレント映画・弁士楽団付き上映「瀧の白糸」�

観覧料：どちらも1,000円（往復ハガキによる申し込みが必要です。）�

１９３３年/３５ミリ/モノクロ/サイレント/１０２分/入江プロダクション/監督：溝口健二�
出演：入江たか子、岡田時彦、菅井一郎�

※前売り券はございません。　※障害者および高齢者割引はございません。　※ホール開場は１３：００より　�
※当日は当選ハガキをご持参の方のみ、映像ホール入口にて受付いたします。チケット販売はいたしませんのでご注意下さい。�

フィルム・アーカイヴの歴史は映画発掘の歴史とも言えます。今回は、復元された貴重な映画を�

はじめ、スクリーンではめったに見ることのできない映画を特集します。�

（申込み方法）往復ハガキに「『瀧の白糸』観覧希望」、もしくは「『リュミエール・プログラム』観覧希望」とご記入
いただき、郵便番号、住所、氏名、電話番号をお書き添えの上、裏表紙の総合図書館住所までお申し込みください。
応募多数の場合は抽選となります。応募締め切りは4月10日まで。お一人様ハガキ一枚とさせていただきます。�

◎弁士：澤登翠／故松田春翠門下。弁士としてのキャリアは30年を超える。海外での公演も行う。
1990年日本映画ペンクラブ賞、2000年山路ふみ子文化財団特別賞、2003年芸術祭優秀賞受賞。�
◎楽団：カラード・モノトーン／無声映画の生演奏を行うために結成された専属合奏団。澤登
翠との共演は各地で好評を得ている。�

◎ピアノ伴奏：岡本えり／九州交響楽団との共演を行う他、近現代音楽を得意とす
るピアニストとして注目されている。�

●シンポジウム 「映画発掘！～フィルム・アーカイヴの仕事～」�

５月３日（月・祝）１４：００�リュミエール・プログラム�

１８８５～１８８９年/３５ミリ/モノクロ/サイレント/９０分/リュミエール社/撮影：ガブリエル・
ヴェール、コンスタン・ジレル、柴田常吉他�

４月２８日（水）１４：００ / ５月５日（水・祝）１７：００�
四十八人目・小平太何処へ行く�

１９３６年/１６ミリ/モノクロ/９２分/第一映画�
監督：伊藤大輔/主演：山田五十鈴、阪東好太郎、松本泰輔�

巨匠・溝口健二監督のサイレント期の傑作。原作は泉鏡花の「義血侠血」で、の
ちに「瀧の白糸」という演目で上演され、新派の代表的狂言の一つとなっていた。
若い学生に惚れ込んだ水芸の娘芸人の物語。この作品は不完全なフィルムし
か残っていなかったが、フィルムセンターや、京都文化博物館などの努力によっ
て最良の状態にまで復元された。シネラでは２００1年３月以来の再演となる。�

映画の歴史は1895年12月28日、パリ「グランカフェ」での
上映会に始まる。当時のプログラムを再現した短編集に、
1897年２月大阪で日本初上映された短編集、リュミエール社
のカメラマンが明治の日本を記録した短編集を合わせて構成
したものが今回上映する版で、「映画百年」を記念してニュー
プリントで編集されたもの。電子ピアノによる生演奏付き。�

赤穂浪士の盟約に加わり、同志として積極
的に行動しながら、討ち入り直前となって脱
落した実在の人物・毛利小平太を描く。同
志の掟と美しい娘・お篠への思いとの間で
苦悩する小平太を、歌舞伎出身の阪東が好演。�

４月２８日（水）１６：３０ / ５月１日（土）１４：００�
限りなき前進・改編版�

１９３７年/３５ミリ/モノクロ/７８分/日活多摩川�
監督：内田吐夢/出演：小杉勇、江川宇礼雄、轟夕起子�

松竹の小津安二郎が原案を書き日活の内
田吐夢が監督をするという、専属制があた
りまえだった当時の日本映画界にあっては
画期的な作品。定年間近の老サラリーマン
の不安を、ユーモアと狂気で描いた問題作。�

４月２８日（水）１９：００ / ５月５日（水・祝）１１：００�
姿三四郎・最長版�

１９４３年/３５ミリ/モノクロ/９１分/東宝/監督・脚本：黒澤明/
出演：藤田進、大河内傳次郎、轟夕起子ほか�

４月２９日（木・祝）１１：００ / ５月２日（日）１７：００�

女人哀愁�

１９３７年/３５ミリ/モノクロ/７４分/P.C.L.映画製作所・入江プロダクショ
ン/監督・脚本：成瀬巳喜男/主演：入江たか子、堤真佐子、神田千鶴子�

４月２９日（木・祝）１４：００ / ５月４日（火・祝）１７：００�

カルメン故郷に帰る・白黒版�

１９５１年/１６ミリ/モノクロ/８５分/松竹大船�
監督・脚本：木下恵介/出演・高峰秀子、佐野周二、笠智衆�

４月２９日（木・祝）１７：００ / ５月４日（火・祝）１１：００�
泣き濡れた春の女よ�

１９３３年/１６ミリ/モノクロ/９６分/松竹キネマ�
監督：清水宏/主演：岡田嘉子、大日方傳、村瀬幸子�

５月１日（土）１１：００ / ５月５日（水・祝）１４：００�

続清水港・清水港 代参夢道中�

１９４０年/１６ミリ/モノクロ/８９分/日活�
監督：マキノ正博/出演：片岡千恵蔵、廣澤虎造、轟夕起子�

５月１日（土）１７：００ / ５月４日（火・祝）１４：００�

新雪�

１９４２年/３５ミリ/モノクロ/７４分/大映/監督：五所平之助/
出演：水島道太郎、月丘夢路、高山徳右衛門�

５月１日（土）１７：００ / ５月４日（火・祝）１４：００�
五重塔�

１９４４年/３５ミリ/モノクロ/６４分/大映　�
監督：五所平之助/出演：花柳章太郎、森赫子、柳永二郎�

戦前の作品であるにもかかわらず、女性の自立をテ
ーマとした成瀬監督の意欲作。親の決めた縁談に従
って裕福な家庭に嫁いだヒロインが、周囲の尊大さ
に堪え忍ぶ。そしてついに自分を見直し、ある決心
をする。長い間フィルムでの上映ができなかった作品。�

マキノ正博監督、片岡千恵蔵主演による痛
快活劇。当時の浪曲界で随一の人気だった
廣澤虎造が競演し、得意の浪曲をたっぷり
と聞かせてくれる。森の石松の“琴平代参”
を一種のタイムスリップ物に仕立てた異色作。�

幸田露伴の小説を原作に、五重塔建立まで
の工匠の敢闘を描く。溝口健二『残菊物語』
のコンビ、花柳章太郎、森赫子をはじめとす
る新生新派が出演。このプリントもロシア
で発見された。�

渡り者の坑夫と流れ者の女たち。北海道の
炭鉱の町を背景に、そこに生きる男と女の
愛の葛藤が描かれる。また子供好きの清水
監督らしく、子役の存在が強い印象を残す。
清水宏監督初期の傑作メロドラマ。�

黒澤明監督のデビュー作。富田常雄の同名大
衆小説が原作。一人の青年が柔道を通して成
長していく様を描く。従来７９分の短縮版しか
残っていなかったが、近年ロシア・ゴスフィルモ
フォンドで欠損部分を含む同作品が発見された。�

進歩的な教育理念を持つ国民学校の訓導
と勝気な女医の恋を爽やかに描き、当時大
ヒットを記録した青春映画。長らくフィルム
が存在しなかったが、ロシア・ゴスフィルモ
フォンドで発見された。�

この白黒版は京都文化博物館で保存されてい
たもの。カラー版には存在しない場面や異なる
演出もあるが、映画史から忘れられ、ほとんど上
映の機会がなかった。放蕩娘の里帰りに大騒ぎ
する村人たち、困惑する父。木下監督の代表作。  

木村栄文(予定)

粟村皓司�
元RKBプロデューサー�

九州造形短期大学講師�
・元RKB編集者�

会　期：�５月８日（土）・５月９日（日）�共　催：�ＲＫＢ毎日放送�

５月８日（土）１１：００�
記者ありき 六皷・菊竹淳�

１９７７年/カラー/ビデオ/８６分/ＲＫＢ/演出：木村栄文�
�

犬養首相らが暗殺された昭和７年の５・１５
事件に際し、久留米十二師団の執拗な脅迫
に抗して、痛烈な軍部批判の論陣を張った
福岡日々新聞記者・菊竹淳（1880～1937）。
その菊竹淳に俳優・三國連太郎が扮し、孤
高の人物像を描くドキュメント・ドラマ。�

５月８日（土）１４：００�
鳳仙花 ～近く遙かな歌声～�

１９８１年/カラー/ビデオ/７８分/ＲＫＢ/演出：木村栄文�
�

民族の抵抗歌として知られる「鳳仙花」、日
本への諷刺に満ちた「アリラン」など韓国
の流行歌の数々にスポットをあて、日韓歌
謡界各氏へのインタビューを交えながら、
韓国・朝鮮の人々が歌い継いだ曲を通して
民族の想いの深さを描く。�

５月８日（土）１７：００�
飛べやオガチ�対談「番組制作の裏側」�

５月9日（日）１4：００～�

１９７０年/モノクロ/ビデオ/５７分/ＲＫＢ/演出：木村栄文�

５月９日（日）１１：００�
桜吹雪のホームラン 証言・天才打者 大下弘�

１９８９年/カラー/ビデオ/８７分/ＲＫＢ/演出：木村栄文�
�

５月９日（日）１5：0０�
むかし男ありけり�

１９８４年/カラー/ビデオ/９１分/ＲＫＢ/演出：木村栄文�
�

戦後の人々のすさんだ心を慰めた二大ス
ター。それは、美空ひばりと大下弘だった。
故・三原修に「日本のプロ野球から打撃人
を５人選ぶなら、川上・大下・中西・長島・王。
一人だけだったら大下だ」と言わせた男、
大下弘とは…。�

福岡出身の作家・壇一雄がポルトガルのサンタク
ルスについてのエッセイ「来る日去る日」でこう
語った。「短い一年間にこれほど集約的で、これほ
ど生一本な友愛をまともにあびた時期はほかに
ない」と。このサンタクルスの地を俳優・高倉健
が再訪。高倉健の旅を通して壇一雄の人生を描く。�

前田健一という老人の、「人力ヒコーキ」へ
の挑戦の記録。昭和４３年、福岡板付飛行場
での失敗。昭和４４年の目達原飛行場での１
５メートルの成功。昭和４５年、目達原飛行
場での失敗など、「青春の狂気」とも呼べ
る前田氏の挑戦を描く。�

※両日とも無料でご観覧いただけます※定員制・各回入替制�
※定員を超えた場合はご入場できません�

当館収蔵�
作品�



Tropical Fish

４月１日（木）１４：００ / ４月１０日（土）１１：００�
熱帯魚� Ah Chung

１９９５年/３５ミリ/カラー/１０９分/台湾/日本語・英語字幕付き�
監督：チェン・ユーシュン/出演：ウェイ・イン、リン・チェンシェン�

中学３年生のツーチャンは受験を間近に控えていたが、ある
日誘拐され、誘拐犯の田舎に連れて行かれる。受験戦争を批
判しながらものんびりとしたムードのコメディ映画である。�

４月２日（金）１４：００ / ４月１０日（土）１７：００�
チュンと家族�

１９９６年/３５ミリ/カラー/９８分/台湾/日本語・英語字幕付き/監督：
チャン・ツォーチー/出演：リョウ・シェンチォン、チョー・ショーミン�

すさんだ家庭に育ったチュンが、自虐的な宗教に入り、暴力の
世界に足を踏み入れていく。ホウ・シャオシェン監督の「悲情
城市」で助監督を務めたチャン・ツォーチーの監督デビュー作。�

Wolves Cry under the Moon

４月２日（金）１９：００ / ４月１０日（土）１４：００�
國道封閉�

１９９７年/３５ミリ/カラー/１２３分/台湾/日本語・英語字幕付き�
監督：ホー・ピン/出演：伊能静、チャン・シー�

高速道路が封鎖され、車が溢れ渋滞を引き起こす。バスジャッ
クして逃げる男、職場放棄したドライバー、車を盗んだ少女、そ
れぞれの登場人物の一夜の物語により現代の台湾を描き出す。�

Flowers of Shanghai

４月３日（土）１１：００ / ４月１１日（日）１４：００�
フラワーズ・オブ・シャンハイ� March of Happiness

１９９８年/３５ミリ/カラー/１２１分/台湾＝日本/日本語字幕付き�
監督：ホウ・シャオシェン/出演：トニー・レオン、羽田美智子�

古典「海上花」を映画化した作品。１９世紀の上海を舞台に、
孤独なワンとシャオホンの愛の物語が描かれる。ホウ・シ
ャオシェン監督の映像美学がさえわたる。�

４月３日（土）１４：００ / ４月９日（金）１９：００�
天馬茶房�

１９９９年/３５ミリ/カラー/９５分/台湾/日本語・英語字幕付き/�
監督：リン・チェンシェン/出演：リン・ギョン、シャオ・シュウシェン�

１９４０年代に実在した天馬茶房とそこに集う若者達描いた
作品。４７年に天馬茶房前で起こった闇たばこ摘発に端を発
した「２・２８事件」は台湾の歴史の転回点となる事件となる。�

Lament of the Sand River

４月３日（土）１７：００ / ４月９日（金）１４：００�
沙河悲歌�

２０００年/３５ミリ/カラー/１０８分/台湾/日本語・英語字幕付き/
監督：チャン・チイヨン/出演：ホアン・ヤオノン、チャオ・メイリン�

戦後まもない台湾、トランペット奏者になりたいブンリョンは、
一座に入るが肺結核となってしまう。戦後の台湾社会の中で、
夢と現実の中で揺れ動く人生を哀愁を込めて描いた作品。�

A One & A Two

４月４日（日）１４：００ / ４月７日（水）１４：００�
ヤンヤン　夏の思い出�The Cabbie

２０００年/３５ミリ/カラー/１７３分/台湾＝日本/日本語字幕付き�
監督：エドワード・ヤン/出演：ウー・ニェンジェン、エレン・ジン�

８歳のヤンヤン、ハイテク企業に勤める父親、新興宗教に走
る母親など、５人家族のそれぞれの生活が描かれた傑作。イ
ッセー尾形が出演し異彩を放つ。カンヌ映画祭監督賞受賞。�

４月４日（日）１１：００ / ４月８日（木）１９：００�
運転手の恋�

２０００年/３５ミリ/カラー/９４分/台湾/日本語・英語字幕付き/監督：チ
ャン・ホアクン、チェン・イーウェン/出演：チゥ・チョンハン、宮沢りえ�

タクシー・ドライバーのアチュアンは、婦人警官のジンウェンにス
ピード違反で捕まってしまう。ところがアチュアンはジンウェンに
一目惚れ、以来ジンウェンの前で交通違反を繰り返すのだった。�

Betelnut Beauty

４月8日（木）14：００ / ４月11日（日）１1：００�
檳榔売りの娘�

２００１年/３５ミリ/カラー/１０６分/台湾/日本語・英語字幕付き�
監督：リン・チェンシェン/出演：チャン・チェン、リィ・シンジェ�

兵役を終えたシャオフォンは新しい人生を夢見て台北にやって来る。
母と喧嘩したイーフェイは家を出てビンロウ売りをしながら暮らす。あ
る日二人は出会い、共に暮らし始める。台湾に暮らす若者を描いた作品。�

The Black Cactuses

５月１９日（水）１４：００ / ５月２３日（日）１４：００�
黒いサボテン� The Long Journey

１９９１年/３５ミリ/カラー/８８分/ベトナム/日本語・英語字幕付き�
監督：レー・ザン/出演：ヴィエト・チン、ヴォー・テー・ヴィー�

中部ベトナムに住むチャム族の娘と、黒人米兵とチャム族の間に
生まれた青年の愛の物語。青年は差別され、出稼ぎに行くが、最
後には村に帰る。サボテンは強く生きるベトナムの象徴である。�

５月２０日（木）１４：００ / ５月２９日（土）１７：００�
遙かな旅�

１９９６年/３５ミリ/カラー/９９分/ベトナム/日本語・英語字幕付き�
監督：レ・ホアン/出演：ファム・コン・ニン、モック・ミエン�

８０年代のベトナム。軍人タンは戦友タイの遺骨を持って北に向
かっていた。しかしタンは遺骨の入ったリュックを列車に置き忘れ、
タクシーに乗って後を追う。戦争の傷を描き、優しさを持った作品。�

Gone, Gone, Forever Gone

５月２０日（木）１９：００ / ５月２９日（土）１４：００�
祈り�

１９９６年/３５ミリ/カラー/８４分/ベトナム＝スイス/日本語・英語字幕
付き/監督：ホー・クァン・ミン/出演：フォン・ズン、レ・トゥアン・アイン�

ベトナム中部を舞台にした三人姉弟の物語。戦争が続く街で姉
は尼僧、兄弟はそれぞれ北と南の兵士となった。対立を続け顔を
合わさなかった兄弟は、ベトナム戦争後姉の寺で顔を合わせる。�

Hanoi, Winter 1946

５月２１日（金）１４：００ / ５月２９日（土）１１：００�
ハノイ、１９４６年冬� Hai Nguyet Sandy Lives

１９９８年/３５ミリ/カラー/９４分/ベトナム/日本語・英語字幕付き/
監督：ダン・ニャット・ミン/出演：グエン・ティエン・ホイ、クアン・ハイ�

１９４６年冬、法律を学ぶラムはホー・チ・ミン主席とフランス高官サント
ニーとの連絡係に任命される。ベトナムを挑発するフランス軍に対し
て平和解決を求めて交渉を続けるホー・チ・ミンの姿が丹念に描かれる。�

５月２１日（金）１９：００ / ５月２８日（金）１４：００�
歳月�

１９９８年/３５ミリ/カラー/９０分/ベトナム/日本語・英語字幕
付き/監督：ミー・ハー/出演：クアン・ハイ、ホン・アイン�

ニュエの家は魚醤会社だった。南北統一により、社会主義の波
が押し寄せ、国外逃亡を企てる。村に残ったニュエは家財を失
ってしまう。しかし彼女はゼロから魚醤作りを始めるのだった。�

５月２２日（土）１１：００ / ５月２８日（金）１９：００�
砂のような人生�

１９９９年/３５ミリ/カラー/９０分/ベトナム/日本語・英語字幕付
き/監督：グエン・タイン・ヴァン/出演：ドン・ズオン、マイ・ホア�

南北統一された１９７５年。カインは妻トアの待つ漁村に２０年
ぶりに帰ってきた。戦争は村に深い傷跡を残していた。そし
てカイン自身も北部にもう一人の妻タムと娘がいるのだった。�

Collective Flat

５月２２日（土）１４：００ / ５月２７日（木）１９：００�
アパートメント� The Golden Key

１９９９年/３５ミリ/カラー/９０分/ベトナム/日本語・英語字幕
付き/監督：ヴィエト・リン/出演：マイ・タイン、ホン・アイン�

１９７５年ビクトリー・ホテルは軍幹部のアパートとして利用
されることになる。門番だったタムは管理人に任命され、
数多くの軍人の家族達がみんな家族のように暮らし始める。�

５月２２日（土）１７：００ / ５月２６日（水）１４：００�
朝よ、こないで�

２０００年/３５ミリ/カラー/８８分/ベトナム/日本語・英語字幕
付き/監督：レ・ホアン/出演：ミ・ズエン、タ・ゴック・バオ�

戦争中のハノイ。防衛隊に所属するズンと看護婦のニュエは恋人同
士だった。ズンは翌日には前線に出発しなければならなくなる。その
前に結婚式をあげようとするが、その夜泊まる場所がないのだった。�

Guava House

５月２３日（日）１１：００ / ５月２７日（木）１４：００�
グァバの季節�

２０００年/３５ミリ/カラー/１００分/ベトナム/日本語・英語字幕付
き/監督：ダン・ニャット・ミン/出演：ブイ・バイ・ビン、ラン・フオン�

ホアは子供の頃の木から落ちて脳に障害を負い、子供の頃の記憶
しかない。３０年が経ち、育った家は政府に没収され、妹のトゥィと二
人でアパートで暮らしていた。しかしホアは昔の家に帰ろうとする。�

会　期：�５月１２日（水）～５月１６日（日）�
 ※休館日・休映日除く�

情感溢れる作風により、文芸映画の巨匠�
として知られる田坂具隆監督の�
代表作の特集。�

観覧料：�５００円（大人）、４００円（大学生・高校生）、３００円（中学生・小学生）�収蔵映画特集�

収蔵映画�
特集�

収蔵映画�
特集�

収蔵映画�
特集�

５月１２日（水）１４：００ / ５月１６日（日）１４：００�
冷飯とおさんとちゃん�

１９６５年/３５ミリ/カラー/１７８分/東映/主演：中村錦之助、三田佳子
　�

山本周五郎の短編小説「冷飯物語」「おさん」「ちゃん」
からなるオムニバス映画。いずれも主役の男は中村錦之
助が演じている。それぞれ小品だが、心温まる作品となっ
ている。�

５月１３日（木）１４：００ / ５月１６日（日）１１：００�
乳母車�

１９５６年/３５ミリ/モノクロ/１０９分/日活/出演：石原裕次郎、芦川いずみ�

由美子は母親に内緒で父の愛人の家を訪ね、父と愛人との間に生まれたばか
りの娘がいることを知らされる。当初、反発を覚える彼女だが、愛人の弟で同
世代の宗雄の屈託のない言動に、次第に心和んでいく。石坂洋次郎の理想主
義的で前向きな青春像を田坂具隆が淡々とした演出で描いた青春映画の佳作。�

５月１３日（木）１９：００ / ５月１５日（土）１４：００�
五番町夕霧楼�

１９６３年/３５ミリ/カラー/１３７分/東映/主演：佐久間良子、河原崎長一郎�

実家が貧しかったために、京都五番町の夕霧楼に身売りされた
夕子は、幼なじみでいまは修行僧の身である正順と再会する。
正順には吃音障害があり、それがもとで世間に背を向けるよう
に生きていたが、夕子だけが彼を理解し、心を通わすのだった…。�

５月１４日（金）１４：００ / ５月１５日（土）１１：００�
五人の斥候兵�

１９３８年/１６ミリ/モノクロ/７０分/日活/出演：小杉勇、見明凡太郎�

日中戦争の最中に報道された実話をもとにして田坂が原案をお
こしている。岡田歩兵部隊は敵軍偵察の命をうけ、５人の斥候兵
からなる偵察隊を前線に送り出す。密かに敵陣に近づいた５人だ
が敵軍に発見され、たちまち敵の大部隊に包囲されてしまう…。�

５月１４日（金）１９：００ / ５月１５日（土）１７：００�
土と兵隊�

１９３９年/３５ミリ/モノクロ/１１９分/日活/出演：小杉勇、井染四郎�

日中戦争に出兵した陸軍の一小隊が難行軍と戦闘を繰り返しながら、疲
弊しながらも転戦していく様子をドキュメンタリータッチで淡々と描いて
いく。派手な戦闘シーンもほとんどなく、疲労困憊しながらもひたすら行
軍を続ける兵士達の姿を捉えた、当時の軍事映画としては異色の作品。�

近年の台湾映画の傑作・秀作を�
セレクトして上映。�

昨年国交３０周年を迎えた日本とベトナム。�
これを記念して、近年のベトナム映画の秀作を上映。�

※定員制。各回入替制。※チケットはすべて当日券。前売り券はありません。�
※福岡市在住の障害者の方は無料。福岡市在住の６５才以上の方は半額。（手帳の呈示が必要です）�

４月１日（木）～４月１１日（日）�
 ※休館日・休映日除く�

会　期：�

５月１９日（水）～５月２９日（土）�
 ※休館日・休映日除く�

会　期：�
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【11：00】続清水港�【14：00】限りなき前進�【17：00】新雪、五重塔�
【17：00】女人哀愁�【14：00】瀧の白糸〈弁士・楽団付き上映〉�

木
村
栄
文�

の
世
界�

【11：00】記者ありき�【14：00】鳳仙花�【17：00】飛べやオガチ�
【11：00】桜吹雪のホームラン�【14：00】対談：木村栄文×粟村皓司�【15：00】むかし男ありけり�

【11：00】泣き濡れた春の女よ�【14：00】新雪、五重塔�【17：00】カルメン故郷に帰る・白黒版�

【14：00】リュミエール・プログラム〈ピアノ伴奏付き上映〉+シンポジウム�

【11：00】五人の斥候兵�【14：00】五番町夕霧楼�【17：00】土と兵隊�

【14：00】冷飯とおさんとちゃん�
【14：00】乳母車�
【14：00】五人の斥候兵�

【11：00】乳母車�【14：00】冷飯とおさんとちゃん�

【19：00】土と兵隊�

【19：00】五番町夕霧楼�

【11：00】砂のような人生�【14：00】アパートメント�【17：00】朝よ、こないで�

【14：00】黒いサボテン�
【14：00】遙かな旅�
【14：00】ハノイ、１９４６年冬　�

【11：00】グァバの季節�【14：00】黒いサボテン�

【14：00】朝よ、こないで�
【14：00】グァバの季節�【19：00】アパートメント�
【14：00】歳月�【19：00】砂のような人生�
【11：00】ハノイ、１９４６年冬　�【14：00】祈り�【17：00】遙かな旅�

【19：00】歳月�

【19：00】祈り�

【11：00】姿三四郎�【14：00】続清水港�【17：00】四十八人目�
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休 映 日 �

休 館 日 �

休 映 日 �

休 館 日 �

休 映 日 �

木�祝� 自主上映�

休 館 日 � 休 館 日 �

4・5
2004

インフォメーション�

　定期購読ご希望の方に毎月シネラNEWSをお届けしております。購読を
希望される方は、平成16年6月号～平成17年4月号までの郵便切手（90
円×11ケ月）を同封の上、下記宛先へお申込ください。�
■宛先：�
〒814-0001福岡市早良区百道浜3-7-1 福岡市総合図書館 映像資料課�

シネラニュース送付のご案内�

　ビデオ研究室では、家庭で撮影されたビデオ（Hi8・DV）や各行事の記録
ビデオの編集などに利用できます。（使用料1時間500円、連続使用3時間
迄）※詳しくは福岡市総合図書館映像資料課まで�

ビデオ編集技術研究室のご案内�

主　催／福岡映画サークル協議会（TEL781-2817）�
＊自主上映の詳細については、直接主催者にお問い合わせください。�

団体の自主上映について�

1
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休 館 日 �

休 映 日 �

 映像ホール・シネラは�
 施設整備・フィルムの定期点検のため休映します。�
（4月12日～4月27日）�

 福岡市総合図書館は�
 特別整理・点検のため、休館します。�
（4月12日～4月22日）�
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【14：00】熱帯魚�
【14：00】チュンと家族�

【11：00】運転手の恋�

【14：00】ヤンヤン 夏の思い出�

【14：00】天馬茶房�

【14：00】檳榔売りの娘�

【14：00】ヤンヤン 夏の思い出�

【11：00】檳榔売りの娘�【14：00】フラワーズ・オブ・シャンハイ�

【11：00】フラワーズ・オブ・シャンハイ� 【17：00】沙河悲歌�

【11：00】熱帯魚�【14：00】國道封閉�【17：00】チュンと家族�

【19：00】國道封閉�

【19：00】運転手の恋�
【14：00】沙河悲歌�【19：00】天馬茶房�
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【14：00】四十八人目�
【11：00】女人哀愁�【14：00】カルメン故郷に帰る・白黒版�【17：00】泣き濡れた春の女よ�
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　多くの方々に図書館の資料を活用していただくために、６月からビデオテー
プの館外貸出を実施することになりました。CDやカセットブックは１人２点まで、
ビデオテープについては１点の貸出を行う予定です。�
　ビデオライブラリーでのビデオテープやCDのブースでの提供は老朽化に伴
い３月末をもって終了致します。長い間ご利用いただきありがとうございました。�
　お休みの期間中は、貸出実施に向けた準備を行います。準備中、ご迷惑をお
かけ致しますがよろしくお願いします。なお、貸出中のCDの返却は４月以降も
受け付けます。�

ビデオライブラリーは4月～5月までお休みします。�

地下鉄藤崎駅� 地下
鉄西
新駅
�

百道ランプ� 福岡�
ドーム�

中国総領事館●�

●�
百道中央公園�

早良区役所�
●�

修猷館高校�
●�

韓国総領事館●�

●�
福岡市�
博物館�

●�
シーホーク�

ホテル＆リゾート�
●福岡タワー�

樋
井
川�

博物館南口�
バス停�

よか
トピ
ア通
り�

千代今宿線（旧202号）�

福岡タワー�
南口バス停�

遊歩
道�

都市
高速
�

至姪浜�

至天神�

マリゾン●�

福岡市総合図書館�

古紙配含率100％再生紙を�
使用しています。�

公共交通機関ご利用のお願い�

　駐車場は図書館利用者の共用であり、映像ホール専用の駐車場はありません。駐車スペ
ースに限りがあり、常時混雑しておりますので長時間の駐車はご遠慮いただいております。
できるだけ公共交通機関のご利用をお願いいたします。土日祝日のご利用や1日に複数回
の映画をご覧いただく場合などは、特にご協力をいただきますようお願いいたします。�

デザイン／株式会社ホワイトスペース   印刷／株式会社修文堂印刷�

交通アクセス�
当館の駐車場スペー
スに限りがあります
ので、できるだけ公
共交通機関をご利用
ください。�

地下鉄：�
西新駅または藤崎駅
から徒歩15分�
�西鉄バス：�
＊天神～都市高速経
由～福岡タワー南口
（所要時間：昼間で約
20分）�

＊博多駅～都市高速
経由～福岡タワー
南口（所要時間：昼間
で約25分）�

＊福岡タワー南口バ
ス停から徒歩3分�

いずれも、昼間は10～15分間隔で運行されていますので大変便
利です。お近くのバス停からのご利用につきましては、西日本鉄道
テレホンセンター（電話.733-3333）に直接お問い合わせください。�
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